
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２４年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２４年１１月２９日（金）分）

◆不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。

法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の

不具合が対象になります。

２０２４年１１月２９日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日

1 ＧⅢ 11月26日

不適合内容

【増設多核種除去設備（Ｃ）系における希硝酸薬液漏えいについて】
協力企業作業員が、増設多核種除去設備（Ｃ）の クロスフローフィルタの薬液洗浄作業をしていたところ、
クロスフローフィルタに注入する洗浄用の薬液（濃度１５％の希硝酸）が入った容器が破損し、内包していた薬液約８０L
が床面に漏えいした。
作業に立ち会い、薬液の漏えいを確認した当社社員は、薬液が堰内に留まっていること、ならびに容器近傍で作業を
していた耐酸装備着用の作業員を含む作業員に薬液の飛散・負傷がないことを確認するとともに、容器近傍の
立ち入り規制を実施。
漏えいした薬液は、安全対策を講じた上で回収・抜き取り作業を実施済み。
本事案に伴う作業員の負傷や外部環境への影響はない。
今後、原因調査し、再発防止策を検討。


